
   

 

第
３
回
「
軍
学
共
同
い
ら
な
い
！

市
民
と
科
学
者
の
つ
ど
い
」
（
大
阪

平
和
委
員
会
が
事
務
局
長
団
体
を
務

め
る
「
軍
学
共
同
い
ら
な
い
！
市
民

と
科
学
者
の
会
」
主
催
）
が
５
月
１２
日

大
阪
市
北
区
に
お
い
て
７２
人
の
参
加

で
開
催
さ
れ
し
ま
し
た
。 

武
器
輸
出
反
対
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｔ
）
代
表
の
杉
原
浩
司

さ
ん
が
「
戦
争
を
欲
す
る
〝
死
の
商

人
国
家
〟
に
さ
せ
な
い
た
め
に
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
。
杉
原
さ
ん
は
、 

お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。 

「
中
東
、
ア
ジ
ア
で
武
器
輸
出
が

急
増
し
て
い
る
。
小
野
寺
防
衛
大
臣

が
〝
今
ま
で
は
武
器
輸
出
が
で
き
ず
、

戦
車
は
日
本
で
し
か
売
れ
な
い
か
ら
１

０
０
両
し
か
つ
く
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、

輸
出
で
き
て
１
０
０
０
両
、
１
万
両
に

な
れ
ば
、
１
両
当
た
り
の
コ
ス
ト
は
少

な
く
な
る
〟
と
Ｔ
Ｖ
で
発
言
。
こ
の
背

景
に
は
潜
水
艦
（
三
菱
重
工
、
川
崎

重
工
）
輸
出
で
の
敗
北
な
ど
完
成
品

輸
出
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
現
状

が
あ
る
。
い
ま
紛
争
当
事
国
Ｕ
Ａ
Ｅ

（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）
へ
の
川
重

製
Ｃ
２
輸
送
機
の
輸
出
を
官
民
挙
げ

て
狙
っ
て
い
る
。
こ
の
１
～
２
年
が

〝
軍
産
学
複
合
体
〟
を
つ
く
ら
せ
な

い
分
岐
点
。
〝
憲
法
守
れ
〟
を
超
え

て
、
安
倍
政
権
が
壊
し
た
平
和
原

則
・
規
範
を
取
り
戻
し
、
武
器
輸
出

反
対
の
国
際
的
連
携
を
強
め
よ
う
」 

 

講
演
後
の
意
見
交
流
で
は
、
革
新

懇
代
表
世
話
人
・
鯵
坂
真
さ
ん
が
、 

   

情
報
公
開
と
検
証
を
求
め
て
い
る
研

究
者
の
運
動
で
国
立
公
文
書
館
が
明

ら
か
に
し
た
７
３
１
部
隊
３
６
０
７

人
の
名
簿
開
示
と
同
部
隊
の
戦
争
犯

罪
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
取
り
組

み
、
山
本
樹
事
務
局
員
が
、
５
月
３

日
実
施
し
た
〝
若
者
憲
法
ア
ン
ケ
ー

ト
〟
の
結
果
、
英
国
エ
セ
ッ
ク
ス
大

学
人
権
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ー
の
藤
田

早
苗
さ
ん
が
、
日
本
の
人
権
状
況
を

国
連
に
告
発
し
続
け
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
つ
ど
い
で
は
、
西
淀
川
の
中

村
・
今
村
コ
ン
ビ
が
漫
才
「
憲
法
を

守
ろ
う
」
を
披
露
。
大
爆
笑
で
し
た
。 

な
お
、
つ
ど
い
の
な
か
で
科
学
者

が
一
人
入
会
し
ま
し
た
。 

［
感
想
文
よ
り
］ 

・
武
器
の
こ
と
は
詳
し
く
知
ら
な
か

っ
た
の
で
、
も
う
ビ
ッ
ク
リ
。
こ
こ

ま
で
来
た
か
と
大
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。 

・
豊
富
な
資
料
の
お
か
げ
で
軍
学
共

同
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く
判
り

ま
し
た
。 

・
金
氏
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
米

朝
会
談
ま
で
漫
才
の
時
事
ネ
タ
、
新

し
さ
に
感
激
し
ま
し
た
。 

 
 

        

 

 
 

「
け
さ
阿
部
野
橋
歩
道
橋
で
、
私

を
含
め
計
１７
人
で
若
者
１
０
９
人
を

対
象
に
〝
憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
〟
を
実

施
し
た
。
憲
法
９
条
に
つ
い
て
は
〝

変
え
る
べ
き
か
〟
と
の
問
い
に
対
し
、

〝
変
え
る
べ
き
だ
〟
と
答
え
た
若
者

は
１２
人
（
１１
・
０１
％
）
、
〝
変
え

る
べ
き
で
な
い
〟
と
答
え
た
若
者
は

過
半
数
の
６３
人
（
５７
・
８０
％
）
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。
ま
た
若
者
は

〝
平
和
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
や

り
た
い
か
〟
と
い
う
問
い
に
９６
・

３
％
の
若
者
が
何
ら
か
の
行
動
を
し

た
い
と
答
え
た
。
私
も
若
者
の
ひ
と

り
と
し
て
引
き
続
き
平
和
の
た
め
に

力
を
つ
く
し
て
い
き
た
い
」
と
山
本

の
り
子
・
大
阪
平
和
委
員
会
常
任
理

事
が
壇
上
で
決
意
を
表
明
す
る
と
、

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

 

山
本
さ
ん
は
、
会
員
の
辰
巳
コ
ー

タ
ロ
ー
参
院
議
員
な
ど
の
政
党
連
帯

挨
拶
、
香
山
リ
カ
さ
ん
（
全
国
市
民

ア
ク
シ
ョ
ン
発
起
人
）
か
ら
の
連
帯

挨
拶
、
そ
し
て
川
口
真
由
美
さ
ん
の

心
を
つ
な
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト
に
続
い
て

〝
各
分
野
の
ス
ピ
ー
チ
〟
の
三
番
バ

ッ
タ
ー
と
し
て
発
言
を
し
ま
し
た
。 

集
会
後
、
大
阪
平
和
委
員
会
の
参

加
者
は
副
指
揮
の
片
方
副
会
長
の
先

導
で
「
安
倍
は
や
め
ろ
」
「
対
話
で

平
和
」
な
ど
と
唱
和
し
な
が
ら
中
崎

町
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
ま
し
た
。 

 

＊
山
本
さ
ん
が
紹
介
し
た
「
若
者

憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
は
２
面

に
詳
し
い
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

 

 

第
８９
回
メ
ー
デ
ー
集
会
が
５
月
１

日
、
扇
町
公
園
上
空
に
「
安
倍
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
」
「
都
構
想
・
住
民
投
票
阻

止
」
等
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
が
上
が
る

中
、
３
５
０
０
人
の
参
加
で
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
５
年
間
で
、

一
部
の
大
企
業
と
富
裕
層
に
富
が
集

中
す
る
一
方
、
労
働
者
の
賃
金
は
抑

制
さ
れ
、
貧
困
と
格
差
が
拡
大
し
、

日
本
経
済
の
歪
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

〝
安
倍
働
き
方
改
革
〟
を
阻
止
し
、

最
低
時
給
１
５
０
０
円
以
上
、
８
時

間
働
け
ば
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ル

ー
ル
の
確
立
に
向
け
市
民
と
労
働
者

が
共
同
し
て
た
た
か
い
を
広
げ
よ

う
」
と
の
メ
ー
デ
ー
宣
言
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
集
会
後
天

満
橋
コ
ー
ス
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。 

       

 

             
                   《６ 月 の 行 事 案 内》 

 
３日（日）若者憲法集会 10:30 分科会 都内各会場 

      13:30 メイン集会 上野恩賜公園 
      16:00 新宿駅周辺 

12 日（火）「海外から見たニッポンのメディア」藤田早苗氏講演 
            19:00 毎日放送Ｍ館地下１ＦＡＶルーム カンパ制
23 日（土）第 62 回大阪平和委員会総会  

13:00 大阪社会福祉指導センター  
24 日（日）大阪母親大会分科会「ザ・思いやりⅡ」上映 上羽解説

9:00  たかつガーデン  
全体会 石川康宏さん講演 13:00 クレオ大阪中央 

30 日（土）国民平和大行進（～７／７）11:45 柏原市役所前 

2018 年５月 25 日（金曜日） 

 
2170 号 

 

今月の言葉「人間の脳は、熱に弱い」 
 
「たとえば、地球がめちゃくちゃ暑くな

ったら、人間の脳は、とてもかしこいわり
に熱に弱い。そのため、頭を冷やせなくな
くなって、ほろびる」。（子どもの本総選
挙でベスト 1 に選ばれた「ざんねんない
きもの事典」高橋書店） 
それにもかかわらず、温室効果ガスの

野放しのため、「北半球の中間緯度では、
平均温度から見ると毎日 10 メートル南
下している」「誰が地球を支配している
か」ノーム・チョムスキー 双葉社）。

 
ミナミ平和委員会は
メーデーと総がかり
両集会で会員 14、新
聞 13 増やしました！ 



 

４
月
１４
日
紀
の
川
市
で
開
か
れ
た

和
歌
山
県
平
和
委
員
会
第
３
回
「
平

和
学
校
」
（
１５
人
参
加
）
に
中
村
玉

枝
西
淀
川
事
務
局
長
が
招
か
れ
西
淀

川
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

日
本
平
和
委
員
会
「
活
動
推
進
ニ

ュ
ー
ス
」
№
９４
に
関
連
記
事
が
掲
載

さ
れ
ま
し
た
の
で
以
下
に
紹
介
し
ま

す
。 

 

参
加
者
は
、
中
村
さ
ん
の
報
告
か

ら
「
毎
年
西
淀
川
区
内
に
就
職
し
て

く
る
青
年
た
ち
が
職
場
を
こ
え
て 

横
に
つ
な
が
ら
な
い
と
も
っ
た
い
な

い
。
個
人
加
盟
で
、
平
和
の
一
点
で
、

自
主
的
に
楽
し
く
取
り
組
め
る
〝
ゆ

る
ゆ
る
な
〟
平
和
委
員
会
が
必
要

だ
」
と
い
う
会
結
成
の
問
題
意
識
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
西
淀
川
平
和

委
員
会
の
再
建
後
、
学
習
会
・
映
画

会
・
ツ
ア
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

な
ど
、
毎
月
活
動
を
精
力
的
に
展
開

し
て
い
る
姿
に
驚
嘆
し
多
く
を
学
び

ま
し
た
。
和
歌
山
で
は
、
新
宮
・
東

牟
婁
地
域
を
５
つ
目
の
会
と
し
て
結

成
準
備
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
第

５
福
竜
丸
を
つ
く
っ
た
町
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
西
淀
川
の
再
建
が
、
映

画
〝
放
射
線
を
浴
び
た
Ｘ
年
後
〟
の

上
映
会
を
３
５
０
人
の
参
加
で
成
功

さ
せ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た

こ
と
を
聞
き
、
新
宮
・
東
牟
婁
で
の

結
成
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。 

里
崎
県
事
務
局
長
は
、
平
和
行
進

の
準
備
で
訪
問
す
る
地
域
で
も
あ
り
、

結
成
に
つ
な
げ
た
い
と
話
し
て
い
ま

す
。 

 
 

        

 

上
羽
事
務
局
長
は
４
月
１１
日
、
維

新
市
政
か
ら
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
守
り
、
市
職
員
の
待
遇
と
権
利

を
守
り
抜
こ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
大

阪
市
労
組
を
訪
問
。
５
月
１２
日
に
実

施
さ
れ
る
「
軍
学
共
同
い
ら
な
い
！

市
民
と
科
学
者
の
つ
ど
い
」
へ
の
参

加
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
際
応
対
を
し
て
く
れ
た
四
役

の
一
人
の
粕
谷
さ
ん
に
入
会
と
平
和

新
聞
購
読
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
両

方
快
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

２
月
の
沖
縄
県
名
護
市
長
選
で
上

羽
事
務
局
長
と
一
緒
に
支
援
行
動
を

し
た
粕
谷
さ
ん
は
奇
し
く
も
１
２
０

０
人
目
の
読
者
で
図
書
カ
ー
ド
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。
市
労
組
は
こ
れ
で
会

員
３
人
の
基
礎
組
織
と
な
り
ま
し
た
。 
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今月の言葉―「たとえば、地球がめちゃくちゃ

暑くなったら……」 

 人間の脳は，とてもかしこいかわりに熱に

とても弱い。そのため、頭を冷やせなくなっ

て、ほろびる 

（こどもの本総選挙一位―高橋書店「ざん
ねんないきもの事典」より） 

 

 

アンケート回収数109 男性33人 女性76人 平均年齢

16.16才 

９歳1人、１０代96人、２０代12人 9才～26才

まで

◆５月３日は何の日？ 2018年大阪 5月3日9：45～11：30

正答 43 39.45% 阿部野橋歩道橋周辺 

誤答・無回答 66 60.55% 参加者数：17名 

 109

 

 

    

◆憲法は変えるべきか？ 2018年大阪   

1.変えるべき 5 4.59% 20 18.35%

2.どちらかといえば変えるべき 15 13.76%   

3.どちらかといえば変えるべきで

ない 

14 12.84% 27 24.77%

4.変えるべきでない 13 11.93%   

5.わからない 62 56.88% 62 56.88%

無回答 0 0.00% 0 0.00% 

 109

 

◆９条は変えるべきか？ 2018年大阪   

1.変えるべき 3 2.75% 12 11.01%

2.どちらかといえば変えるべき 9 8.26%   

3.どちらかといえば変えるべきで

ない 

14 12.84% 63 57.80%

4.変えるべきでない 49 44.95%   

5.わからない 34 31.19% 34 31.19%

無回答  0.00% 0 0.00% 

５．３若者憲法アンケートの結果 

今こそ世界とつながろう！！ 

市地区協・山崎由貴 

昨年 1 年間、夫の仕事についてアメリカ・

シアトルに娘も連れて行ってきました。最初

はスーパーで買い物をするのもバスに乗るの

も苦労しましたが、すぐに生活に慣れ楽しく

充実した毎日を過ごしました。暮らしている

とアメリカという国のことも少しずつ見えて

きますが、日本という国が見えてくるように

も感じました。私が住んでいた地域はマイク

ロソフト、アマゾンなど大企業が集結してい

るところでアジア、南米、ヨーロッパなどか

ら移住した人々がたくさんいました。海外の

友だちもでき、お互いの話をすると驚きや新

鮮さがあり新たに世界が大きく広がったよう

に思います。日本食・日本の風景・文化が好

きという外国人がたくさんいました！移民が

いるから起きる問題も必ずあると思います

が、日本はあまりにも他の国の人々を歓迎し

なさすぎていると思います。日本に帰ってか

ら、街中で外国人を毎日見かけることに驚き

ました。今こそもっと世界とつながるチャン

スです。他国の人たちと交流することは自分

自身の視野を大きく広げてくれます。友だち

ができるとその友だちの母国にとても愛着が

わきます。平和を築 

いていくには世界の 

人々とたくさん話を 

して、お互いのこと 

を知ることから始ま 

るのだと思います。 

［会員いろいろ№1］ 

 



 


